
 

 

 

 

地域の患者さんに寄り添ったプライマリ・ケアを 

学べる実習申込はこちらから！ 

わたり病院 検 索 

実習生けっこう来てますよ(>_<) 

 

医学生実習のひとコマ。 

地域の方々向けの医療講演！ 

 今回の一言コーナー書く気力なし！て
いうのも今年は学生実習めっちゃ入って
て満身創痍だからです！とはいえ実習申
し込み断らない学生担当事務。エラい！ 
 
 疲れを癒すために、優しい事務職員が
医局員に作ってくれたポテトピザとか、熊
本民医連の仲間が送ってくれたスイカと
か食べながらなんとかやってます。ちな
みにこういうのが医局にあるとすぐにペ
ロッと食べられてなくなりますけどね。 

 なんか今年は医学生実習すごく多いなあ、と

いう印象です。 

 何よりも一番デカいのは、今年度から福島県

立医大の6年生のBSL（いわゆるポリクリとか

クリクラ）で2週間の実習が加わったこと！これ

は非常にキました！疲労が！笑 でもその甲

斐あってか、結果的にはとても充実した病院

実習になったと思います。 

 

 他の学年でも県立医大中心に、大阪大・日

大・帝京大・北里大・東京女子医大とか（今後

の予定含む）入ってます。 

 基本的に実習は医学生担当がオーダーメイ

ドでセッティングします。まずは当院サイトから

でも電話でも結構ですのでご連絡ください。 

 患者さんとがっぷりと関わることができました。医師にな

る責任の重さと、だからこそのやりがいを感じた機会でし

た。    （福島県立医大6年） 

 

 わたり病院での研修は甘えたら負け！自主的に取り組

まないと成長しにくいだろう。でも自分にとって自主性を発

揮しやすい環境が整っている。 （福島県立医大6年） 

 

 病気だけ、患者さんだけ、ではなく生活全体も診られる

点に魅力を感じました。以前から地域医療に興味はあっ

たものの、具体的に何をすればいいかわかっていなかっ

たですが、先生にお話しを伺ってこれからどうすべきかと

ても勉強になりました。  （日本大学5年） 

実習生の感想 
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医学部では学べないことがある。 

全国の医学生とのつながりは卒業してからも！ 

奨学金制度
があります

 

 医療生協わたり病院が加盟している福島県民主機関連合会（福島県民医

連）では、返還免除制度のある月額15万円の奨学金を貸与しています。更に

返還義務のある特別貸与制度として、1万円単位で最高月額10万円までの

制度もあります。 返還免除制度は当連合会加盟院所・事業所にて医師とし

て貸与期間と同期間勤務すれば免除されます。 

 奨学生の義務として奨学生活動への参加があります。全国から300人を超

える医学生が集まり医療と医師研修を考える「医学生のつどい」や県単位で

行う奨学生活動などがあり、医学生としての“学び”により深みが出ます。特

に医学生のつどいは30年以上続いており、そこで語り合った仲間はかけが

えのないもの。卒後、医師になってからも連絡を取り合ったりしている先生も

多いようですよ(^。^) 

 【医学生のつどいテーマ例】  

2014年：地域医療について 

2013年：終末期医療について 2012年：原発問題 

福島県民医連 検 索 

レジナビフェア2014 in 東京に参加してきました 

 7月20日（日）に東京ビッグサイトでレジナビが開催され、

当院ブースにおよそ20名ほどの医学生の皆さんが来訪し

ました！福島県臨床研修病院群と、福島市の日赤・大原・

わたりの“NOWプロジェクト”の2ブースに出展、いろんな

大学の医学生に出会えて楽しかったです！ 

 しかし余計なことを書くと（笑）、医学生のみんな、一部で

激しく勧誘されてる様子を見てると本当に心が痛みます

（笑）。まあ、こちらもお誘いしないわけにはいかないんで

すが…なんとも複雑な気持ちですなあ（笑） 


